
１ ．ステンレス鋼製角形配水池とは
　ステンレス鋼製角形配水池は、角波成型された側板
を用いることで強い剛性を持ち、高い耐震性と水密性
を有しております。
　ステンレス鋼製角形配水池の主要部材は、全てステ
ンレス鋼（液相部：SUS304またはSUS316、気相部：
SUS329J4L）であり、溶接継手形式を突合せ溶接また
は両面すみ肉溶接に限定することで、確実に応力を伝
達できる構造としています。また、配水池の転倒や滑
動を防止するために、高さを10m以下に、高さと短辺
方向の比率を0.75以下に抑えるとともに（図－ 2 参
照）、メンテナンスを考慮して内部に仕切板を設けた
複槽式を基本形式としています。

図－ 2　適用形状

２．施工手順
　ステンレス鋼製角形配水池の標準的な施工フローを
以下に示します。

基礎工事に先行して、杭基礎の
場合、杭施工

集水ピット・配管設置
 （写真－1、2）

鉄筋コンクリート基礎、アスモ
ル設置 （写真－3）

アニュラ PL＋側板・導流壁１
段目設置 （写真－4）

底板敷き込み （写真－5）

側板・導流壁 2段目、ブレース
材設置 （写真－6）

側板・導流壁 3段目、ブレース
材設置 （写真－7）

屋根板設置 （写真－8）

浸透探傷試験、バキュームテスト

付帯設備設置（通風筒、昇降設
備、歩廊等） （写真－9）

完成状況 （写真－10）
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　水道施設の耐震化ならびにライフサイクルコストの
縮減に少しでもお役に立てれば幸甚です。
※詳しくは、WSP 073-2010「ステンレス鋼製角形配
水池設計指針」をご参照ください。

工法シリーズ

⑥ステンレス鋼製角形配水池
「工法シリーズ」最終の第 6 回は、「ステンレス鋼製角形配水池」についてご紹介します。
ステンレス鋼製角形配水池（図－ 1 参照）は、耐震性はもとより、耐食性や衛生性に優れております。また、近

年、メンテナンスの容易性の観点から、配水池の材料としてステンレス鋼の採用が増え、さらに敷地の制約条件か
ら、角形（矩形）の配水池が数多く採用されております。

図－ 1　ステンレス鋼製角形配水池のイメージ
（仙台市水道局／荒巻配水所　5000m3× 2 池）
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写真－ 1　配管設置 写真－ 6　側板・導流壁 2段目、ブレース材設置

写真－ 2　集水ピット設置 写真－ 7　側板・導流壁 3段目、ブレース材設置

写真－ 3　基礎工事 写真－ 8　屋根板設置

写真－ 4　アニュラPL＋側板・導流壁 1段目設置 写真－ 9　付帯設備設置（通風筒、歩廊等）

写真－ 5　底板敷き込み 写真－10　完成状況
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